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f食育」とは、様々な経験を通じて、「食」に関する知識と、バランスの良い「食」を選択する力を身に付

け、健全な食生活を実践できる力を育むことですD

令和 5年度厚生労働科学研究費補助金、「食育における歯科口腔保健の推進のための研究j班が作

成した、「食育における『歯科口腔保健との協働』実践に向けた手引き」の原文(抜粋)を示します。

以下の文章を読み、既存の食育活動と連携して歯科保健活動からの食育を推進してし、くために、行

政、企業や多職種と協働してどのようなことがしたいか、歯科医療人を目指すあなたの考えを 800字

以内で述べなさい。

1.本手引きのねらい

歯科口腔保健の目標は健全な歯・口腔をつくり、健全な食生活が営めるようにすることですので、食

育の推進にとって歯科口腔保健は下支えする重要な要素といえます。本手引きは、歯科口腔保健を専

門としない市区町村の食育担当者の皆様が歯科口腔保健を食育の各事業の中でどのように反映させ

れば良いか、記したものです。(後略)

2.食育において「歯科口腔保健」が必要な理由

(1) r噛めないものがある」など歯科口腔保健上の問題を持つ人は意外に多いです

乳幼児や学童の食育事業で、は歯科口腔保健の要素が入っているものが多いのですが、成人期以降

は忘れられがちのようです。
そしゃく

歯科疾患の二大疾患はむし歯(う蝕)と歯周病ですが、これらが進行しますと歯が失われて岨噂機能

が低下します(図 1)。むし歯(う蝕)も歯周病も、変化が自覚されないまま長期的に少しずつ進み、後戻

りせず、に蓄積するという特徴がやっかいな点で、す。年齢を重ねた人ほど歯科疾患が蓄積され、岨日爵機

能に支障が生じている人が多い状況にあります。このような状態になると、硬い食物を噛めなくなり、食

生活(食品選択)の幅が狭まり、栄養摂取バランスも悪くなります(図 2)。



「何でもかんで食べることができる人Jとr20歯以上の歯を持つ人」の割合図l

→ト20歯以上の歯を持つ人開司何でもかんで食べることができる人
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図2ロ且喰に問題がある群の各種栄養素摂取量(問題のない群の平均値を 100として算出、40歳以上)

110 

100 

105 

95 

う
ち
不
溶
性

う
ち
水
溶
性

食

物

繊

維

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

ビ
タ
ミ
ン

C

パ
ン
ト
テ
ン
酸

葉

酸
ビ
タ
ミ
ン

B
1
2

ビ
タ
ミ
ン

B

6

ナ
イ
ア
シ
ン

ビ
タ
ミ
ン

B

2

ビ
タ
ミ
ン

B

1

ビ
タ
ミ
ン

K

ビ
タ
ミ
ン

E

ビ
タ
ミ
ン

D

ビ
タ
ミ
ン

A

銅E
鉛
鉄リ
ン
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

カ
ル
シ
ウ
ム

カ
リ
ウ
ム

食

塩
炭
水
化
物

う
ち
動
物
性

指
質う
ち
動
物
性

た
ん
ぱ
く
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

90 

85 

<出典>厚生労働省平成 16年国民健康・栄養調査報告

栄養素

【出典]r食育における歯科口腔保健の推進のための研究J班.食育における「歯科口腔保健との協働j実
践に向けた手引き.2024，2p.


